
非耕作農地でウミミドリの大群落が随所に
分布する。ヒメハリイ、エゾウキヤガラ、
イガガヤツリ等の湿生植物も多くの個体が
確認された。自然遷移が進んでいる箇所も
あり、震災後はアキノミチヤナギ、アズマ
ツメクサ、ヒメコウガイゼキショウ等の希
少種が生育していたが、現在は確認が困難
となっている。

2014 年のガン・カモ類
生息調査では、水神沼や
磯浜漁港でオナガガモや
スズガモが確認された。

2014 年のガン・カモ類
生息調査では、水神沼や
磯浜漁港でオナガガモや
スズガモが確認された。

仙台湾沿岸の海岸林と仙台湾沿
岸の砂浜植物群落 ( 特定植物群
落 ) は、共に津波により甚大な被
害を受け、多くが倒伏、流出した。

仙台湾沿岸の海岸林と仙台湾沿
岸の砂浜植物群落 ( 特定植物群
落 ) は、共に津波により甚大な被
害を受け、多くが倒伏、流出した。

福島県境海浜のクロマツ、ハイネズ群落 ( 特
定植物群落 ) は震災の影響を受け、著しく
群落構成は変化していた。

仙台湾沿岸の砂浜植物群落（特定植物群落）
は津波による砂浜の浸食により、面積が大
きく減少した。震災後には、防潮堤工事の
影響によって残存個体の一部が消失した。

磯の水神スダジイ林
( 特定植物群落 )
津波の被害はなかった。

磯の水神スダジイ林
( 特定植物群落 )
津波の被害はなかった。

磯の水神沼・沼沢植物群落
( 特定植物群落 )
ミズオオバコ等の希少な水
草が生育する。

磯の水神沼・沼沢植物群落
( 特定植物群落 )
ミズオオバコ等の希少な水
草が生育する。

存樹林等へと海域から陸域のつながりがある
場所。陸域では、丘陵地の谷部に湿地や非耕
作農地、残存樹林、開放水域等がまとまり、
モザイク状の多様な環境がみられる。湿地で
は、カワツルモやウミミドリなど汽水性の水
草や塩生植物が確認されている。

存樹林等へと海域から陸域のつながりがある
場所。陸域では、丘陵地の谷部に湿地や非耕
作農地、残存樹林、開放水域等がまとまり、
モザイク状の多様な環境がみられる。湿地で
は、カワツルモやウミミドリなど汽水性の水
草や塩生植物が確認されている。

新地町の埒浜地区において、防災緑地内に福島県
相双建設事務所による塩生湿地（0.8haＸ2 か所）
の復元や自然観察池（0.5ha）の創出が予定され
ている。復元予定地では、アキノミチヤナギやエ
ゾウキヤガラ等の希少種が生育している。また、
南側の釣師地区は新地町により防災緑地の整備が
予定されている。

埒浜防災緑地が県事業により計画されている。

釣師防災緑地が町事業により計画されている。

アラメ等が生育する藻場

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

 すい じん ぬま

水神沼

   み   たき がわ

三滝川

 おお あし はま

大芦浜地区

 すな   こ     だ   がわ

砂子田川

埒浜防災緑地内の塩生湿地復元予定地

 らち はま

埒浜地区

 いそ はま

磯浜漁港

 つり   し

釣師地区

みちのく潮風トレイルの
始終着地

希少な植物が生育する
塩性湿地

カワツルモ群落やツツイトモ群落が分
布する、津波の越流により防潮堤背
後に形成された細長い水域。両種の
生育地として、保存が検討されてい
る。

宇多川・小泉川の間の河口近くの農地
等は、塩生湿地や干潟となり、ハマサ
ジやハママツナ等の希少な塩生植物
や、希少種のアカテガニの生息が確認
されている。上流側の非耕作農地は、
シバナやタチドジョウツナギ等の塩生
植物の群落、砂浜植物のハマナス、ミ
クリ等の淡水性の湿生植物等がみら
れ、多様な植物の生育環境になってい
るほか、底生動物の良好な生息場所で
もあり、現状のまま保存されることが
期待されている。

開口部に位置する残
存樹林、砂浜、干潟、
藻場等のまとまり。

仙台湾で最大の潟湖干潟であり、豊か
な藻場、アマモ場、干潟が存在する。
震災による影響で一時は干潟の底生動
物は激減したが、現在までに干潟環境
は安定してきており、225 種の底生動物
が確認されている。種数としてはかなり
回復しているが、個体数は少ない種が多
いため、生物多様性に富む干潟の回復に
はまだ相応の時間がかかると思われる。

福島県が保護区に指定した干潟と塩
性湿地。復旧工事等の対象からはず
し、干潟や塩性湿地の植生や植物相
を残すことを目的とする保存区域と、
復旧工事の後元の環境を復元するこ
とを目的とする保全区域が設置されて
おり、ハママツナやウミミドリなどの
希少種が生育する。

   こ いず

小泉川
こ こ こここいいいいずずずずずずずず

小小小小小小小小泉泉泉泉泉泉泉泉川川川川川川川川
   こ いずみがわ

小泉川

アマモ場の回復・拡大傾向が顕著であ
り、北部区域では 2015 年には、アサ
リ漁業を阻害するほどアマモ場が濃密

河口付近ではアマモ場の分布はみられ
ない。

拡大傾向が顕著であモ場の回復アマ ・
年には、、北部区域ではり アサ2015
モ場が濃密漁業を阻害すリ どアマほる

モ場の分布はみられ河口付近ではアマ
い。ない。

アマモ場の回復・拡大傾向が顕著であ
り、北部区域では 2015 年には、アサ
リ漁業を阻害するほどアマモ場が濃密
に繁茂している。アマモ場の被度は、
北部から南部にかけて低くなり、梅川
河口付近ではアマモ場の分布はみられ
ない。

福島県が湿地環境の保護を実施して
いる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

湿地としてポテンシャルの
高い非耕作農地のまとまり。

   う     た   がわ

宇多川

保全について議論されている区域

希少種保全エリア

大洲地区南の保護区

まとまったヨシ原
（回復傾向）

林野庁による
干潟・塩性湿地の保護区

松川浦沿岸の保護区

松川浦

 うめ かわ

梅川

2015 年のガン・カモやシギ・チドリの調査
では、コブハクチョウや12種のガン・カモ類、
2014 年に 9 種のシギ・チドリ類の生息が
確認された。2013 年にはマツカワウラカワ
ザンショウをはじめとするカワザンショウ類
やフトヘナタリ等の巻貝類を含む干潟の生
物が確認されている。

モニタリングサイト 1000
（干潟、シギ・チドリ類）  [ 植物 ] ハマボウフウ、アイアシ、エゾウキヤ

ガラ、[ 鳥類 ]ミサゴ、ノスリ、セッカ、ホオ
アカ、[ 魚類 ]ミナミメダカ、[ 昆虫類 ]コガ
ムシ、[その他無脊椎動物 ]マルタニシ等の
16 種の希少な動植物の生息・生育が確認
された。

重点地区調査

アマモの回復が著しい

  う      の     お

鵜の尾

震災前は砂浜がみられたが、
津波により洗掘され後退し
た。砂丘植生が回復した箇所
もあったが、復旧工事のため
造成され、2015 年時点では
砂浜はほとんどみられない。

震災前は砂丘植生が分布してい
たが、津波により消失し、砂浜
も後退した。2015 年までに砂浜
や砂丘植生は消長を繰り返して
おり、砂丘植生は若干回復がみ
られ、このエリアで唯一、砂浜
がまとまって残存する区域と
なっている。

新しく池となった場所にミクリ
やカワヂシャ等の希少な湿生植
物が生育する。周辺の非耕作農
地では、希少種のアズマツメク
サが確認された。

新しく池となった場所にミクリ
やカワヂシャ等の希少な湿生植
物が生育する。周辺の非耕作農
地では、希少種のアズマツメク
サが確認された。

100 年前は水域であった、湿
地としてポテンシャルの高い
非耕作農地のまとまり。明治
～昭和にかけて干拓された水
田地帯であり、津波により一
帯の水田は冠水した。

ガン･カモ類の生息調査
モニタリング1000

震災後、広大な湿地環境が維持されてお
り、コクガン、オオハクチョウ、マガモ、
オナガガモ、キンクロハジロ等の多くの
ガン・カモ類が利用している。

砂浜、河川、湿地、非耕作農地
がまとまり、海域から陸域への
ネットワークがみられる。

砂浜、河川、湿地、非耕作農地
がまとまり、海域から陸域への
ネットワークがみられる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

   ま     の   がわ

真野川
 がわ がわがわがわがわがわ がわがわの のの の の の の の まままままま  

真真真真真真真真野野野野野野野野川川川川川川川川
   ま     の   がわ

真野川

  や    ざわ うら

八沢浦
 や  や や や や や や  や ざざざざわ うらわ うらわ うわ うわ うわ うわ うらわ ううううう

八八八八八八八八沢沢沢沢沢沢沢沢浦浦浦浦浦浦浦浦
  や    ざわ うら

八沢浦

開放水域や非耕
作農地ではハク
チョウ類やチュウ
サギ等のサギ類
が、湿性草原では
セッカ等の鳥類が
生息する。

小高川の河口域に広がる砂
州や湿地、水域などを含む
多様性の高い開放的な空間
を有する。非耕作農地では、
サデクサ等の希少な植物も
確認されている。

津波で生じた水域に、ツツ
イトモやリュウノヒゲモ等
の希少な水草が生育する。

明治の旧版地形図によれば、
100 年前は湿地であり、湿
地としてポテンシャルの高
い立地に非耕作農地がまと
まっている。津波後、小規
模な水域が散在し、ガン・
カモ類やサギ類等の水鳥に
多く利用されている。

 [ 植物 ]ツツイトモ、ミズアオイ、フジナデ
シコ、[ 鳥類 ] セッカ、[ 魚類 ] ミナミメダ
カ、 [ 昆虫類 ] クロマルハナバチ等の希少
な動植物が確認された。

河川、湖沼から砂州、湿地、
非耕作農地へと海域から陸
域へのつながりがみられる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

 おお   た   がわ
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 おお   た   がわ

太田川

  お    だか がわ

小高川

 まえ かわ うら

前川浦

   い     だ   がわ うら

井田川浦

 みや   た   がわ

宮田川
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宮宮宮宮宮宮宮田川川川川川川川川
 みや   た   がわ

宮田川

 くま かわ

熊川
くくくくま くま くま くまく かわかわかわかわかわわかわ

熊熊熊熊熊熊熊川川川川川川川川
 くま かわ

熊川

重点地区調査

砂浜、河川、
湿地、非耕作
農地といった
ハビタットの
つながりがみ
られる。
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 うけ   ど   がわ

請戸川

請戸川河口域は非耕作農地が広
がり、河口部の砂浜や旧河道付
近に新たな湿地が点在する。
[植物 ]タコノアシ、ホザキノフサ
モ、ミクリ、[ 鳥類 ]シロチドリ、
セッカ等希少な動植物が確認さ
れた。

重点地区調査

帰還困難区域のため震災後ほと
んど人の手が入っておらず、非耕
作農地はヤナギ等の樹林化が進
行している。タヌキ、イノシシ等の
哺乳類のフィールドサインが多く
みられた。
[植物 ]フジナデシコ、アズマミク
リ(オオミクリ)、[ 鳥類 ]ミサゴ、
オオバン等の希少な動植物が確
認された。

重点地区調査

砂浜では砂丘植生が残存し、ハマボ
ウフウやハマゴウ等の砂丘植物が生
育する。海岸林は、江戸時代に植林
された防潮保安林で、海岸側の前緑
部はクロマツの単一林、内陸側はク
ロマツとサクラ類等の広葉樹との混
交林である。多様な樹種構成をもつ
混交林では津波の影響が比較的少な
かったため、希少な植物も樹林内に
残存している。

河口部は閉塞し、キョウ
ジョシギやシロチドリ等の
水鳥の利用がみられるほ
か、コアジサシの営巣地も
確認されている。河岸では、
ミズアオイやカワヂシャ等
の希少な湿生植物が確認さ
れている。

砂丘植生が残存し、ハ
マボウフウやハマゴウ
等の多くの希少な砂丘
植物が生育する。

水辺ではオオハク
チョウ等のガン・
カモ類の利用がみ
られる。

アユ・サケ等の遡上
がみられる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

夏井川河口域は、長大な砂浜に、
わずかであるが砂丘植生が残存し
ている。残存したクロマツ混交林
では希少な植物が生育し、後背の
河川・湿地は水鳥が多くみられる。
[ 植物 ] タコノアシ、ハマボウフウ、
ミズアオイ [ 鳥類 ] オシドリ、オオ
タカ、ノスリ、ヒバリ、[ その他無
脊椎動物 ] マルタニシ等の希少な
動植物が確認された。

重点地区調査

 なつ   い   がわ

夏井川
 がわ がわがわがわがわがわがわがわ なつ  なつ なつ なつ なつ なつ なつ なつ い い い い い い いい 

夏夏夏夏夏夏夏夏井井井井井井井井川川川川川川川川
 なつ   い   がわ

夏井川

 しん まい   こ   はま

新舞子浜
はまはましん しん しん しん しん しん しん しん まい まい い い い いい い こ こ こ こ こ こ ここ 

新新新新新新新舞舞舞舞舞舞舞子子子子子子子子浜浜浜浜浜浜浜浜
 しん まい   こ   はま

新舞子浜

生態系監視調査（干潟）
2015 年調査時には干潟は閉塞し
ており、沿岸部のコアジサシの繁
殖地を避けて、河川域で調査した
結果、クロベンケイガニ、アシハ
ラガニ、モクズガニ等を確認した。

横川横横横横横横横横川川川川川川川川
 よこ がわ

横川

希少植物が生育する海
岸林とガン・カモ類等
が利用する水辺のつな
がりがみられる。

   に     い     だ   がわ

仁井田川
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仁井田川

 なめ   づ   がわ

滑津川

 よつくらよつくよつくよつくよつくよつくよつくよつくよつくらら よつくら

四倉海水浴場

鮫川河口部の左岸では、高
潮による砂の堆積や工事の
影響により、潟湖の北側が
　　　　　陸化した。残存
する南側の潟湖では、2015
年の時点で、少数のヨシや
アマモの生育や、シオクグ
等の塩生植物、オオノガイ
やアカテガニ等希少な干潟
の生物がみられた。

まとまった個体群としては東
北地方で唯一のハマガニの生
息地。水門改修工事の際は保
全対策が実施され、2015 年
の時点でハマガニは再び生息
していた。

ヤマトシジミやアリアケモ
ドキ、カクベンケイガニ
（東北地方では初記録）
が生息する。

特定植物群落の平潟海
岸岸壁の植生と大津港
五浦の海浜植生は特に
津波による被害はみら
れなかった。

 さめ  がわ

鮫川
 がわがわがわがわがわがわ がわがわさめさめ さめ さめ さめ さめ さめ さめ 

鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫川川川川川川川川
 さめ  がわ

鮫川
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中田川
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鮫川河口域は、砂浜と潟湖を擁
し、湿地や残存樹林、非耕作農
地等のまとまりや、海から陸へ
のつながりがみられる。 
[ 植物 ] アイアシ、ハマボウフウ、 
[ 鳥類 ] オオバン、[ その他無脊
椎動物 ] オオモモノハナガイ、モ
モノハナガイ、サクラガイ等希少
な動植物を確認した。

重点地区調査

大小の入り江や磯、断崖絶壁等が
みられる海食崖で、多数の地層が
見られ崖の上にはクロマツ林が成
立する景勝地。茨城県北ジオパー
クのジオサイトで、花園・花貫県
立自然公園に属する。岡倉天心旧
宅・庭園及び大五浦・小五浦の
一部として国の登録記念物に登録
されている。

五浦海岸

2015 年調査では、河口左岸で 60
種以上、河口右岸では、河口が
閉塞気味で水位が高い状態であっ
たものの 17 種の底生動物が確認
され、種の多様性は高いレベル
にあると推察される。　　

生態系監視調査（干潟）
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